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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　マスター機と、特定の設定が前記マスター機のものと一致させられる１以上のスレーブ
機とを備えるグループに所属するための画像形成装置であって、
　記憶部と、
　自装置が前記マスター機である場合に、前記グループ内の前記１以上のスレーブ機から
処理能力情報を取得し、前記処理能力情報が最も高いスレーブ機を前記マスター機の予備
機にし、前記予備機の情報を前記記憶部に記憶する他装置予備機化手段と、
　自装置が前記予備機である場合に、現在の前記マスター機が前記スレーブ機に対して前
記マスター機として動作することができないとき、自装置を前記マスター機にする自装置
マスター機化手段とを備え、
　自装置が前記マスター機である場合に、前記他装置予備機化手段は、
　　自装置がマスター機として動作することができなくなったと仮定した場合に、自装置
に対する前記予備機が前記スレーブ機に対して前記マスター機として動作することができ
ない状態であると判断すると、
　　前記予備機の情報を、前記記憶部から削除し、
　　前記予備機を除く前記グループ内の前記１以上のスレーブ機から前記処理能力情報を
新たに取得し、前記処理能力情報が最も高いスレーブ機を前記マスター機の新たな予備機
にし、前記新たな予備機の情報を前記記憶部に記憶する
　ことを特徴とする画像形成装置。
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【請求項２】
　自装置が前記マスター機である場合に、前記スレーブ機に対して前記マスター機として
動作することができない状態から、前記スレーブ機に対して前記マスター機として動作す
ることができる状態に復旧したとき、自装置を前記予備機にする自装置予備機化手段を備
えることを特徴とする請求項１に記載の画像形成装置。
【請求項３】
　マスター機と、特定の設定が前記マスター機のものと一致させられる１以上のスレーブ
機とを備えるグループに所属するための画像形成装置であって、記憶部を有する前記画像
形成装置を、
　自装置が前記マスター機である場合に、前記グループ内の前記１以上のスレーブ機から
処理能力情報を取得し、前記処理能力情報が最も高いスレーブ機を前記マスター機の予備
機にし、前記予備機の情報を前記記憶部に記憶する他装置予備機化手段、および、
　自装置が前記予備機である場合に、現在の前記マスター機が前記スレーブ機に対して前
記マスター機として動作することができないとき、自装置を前記マスター機にする自装置
マスター機化手段として機能させる同期プログラムであって、
　自装置が前記マスター機である場合に、前記他装置予備機化手段は、
　　自装置がマスター機として動作することができなくなったと仮定した場合に、自装置
に対する前記予備機が前記スレーブ機に対して前記マスター機として動作することができ
ない状態であると判断すると、
　　前記予備機の情報を、前記記憶部から削除し、
　　前記予備機を除く前記グループ内の前記１以上のスレーブ機から前記処理能力情報を
新たに取得し、前記処理能力情報が最も高いスレーブ機を前記マスター機の新たな予備機
にし、前記新たな予備機の情報を前記記憶部に記憶する
　ことを特徴とする同期プログラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、マスター機と、特定の設定がマスター機のものと一致させられるスレーブ機
とを備えるグループに所属するための画像形成装置および同期プログラムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、マスター機と、特定の設定がマスター機のものと一致させられるスレーブ機とを
備えるグループに所属するための画像形成装置として、自装置がマスター機になることを
現在のマスター機に申請し、この申請が許可された場合に、現在のマスター機、自装置を
それぞれスレーブ機、マスター機にするものが知られている（例えば、特許文献１及び特
許文献２参照。）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２００５－０３１９８２号公報
【特許文献２】特開２０１２－００４７０９号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかしながら、特許文献１に記載の画像形成装置においては、現在のマスター機の電源
がＯＦＦになっている場合や、現在のマスター機がネットワークに接続できていない場合
など、現在のマスター機がスレーブ機に対してマスター機として動作することができない
場合に、自装置がマスター機になることの申請が現在のマスター機によって許可されるこ
とができないので、グループ内でマスター機の交代が実行されず、その結果として、グル
ープ内において特定の設定の不整合が発生するという問題がある。
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【０００５】
　特許文献２によれば、マスター機は、スレーブ機が電源オフの場合に、メールでデータ
を送信する。スレーブ機は、電源オンになった時にメールを受信し、データを反映する。
しかしながら、この技術では、メールサーバを設置したり、機器ごとにメールアカウント
を用意しなければならない等、煩雑である。
【０００６】
　そこで、本発明は、グループ内における特定の設定の不整合の発生を抑えることができ
る画像形成装置および同期プログラムを提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明の画像形成装置は、マスター機と、特定の設定が前記マスター機のものと一致さ
せられる１以上のスレーブ機とを備えるグループに所属するための画像形成装置であって
、自装置が前記マスター機である場合に、前記グループ内の前記１以上のスレーブ機から
処理能力情報を取得し、前記処理能力情報が最も高いスレーブ機を前記マスター機の予備
機にする他装置予備機化手段と、自装置が前記予備機である場合に、現在の前記マスター
機が前記スレーブ機に対して前記マスター機として動作することができないとき、自装置
を前記マスター機にする自装置マスター機化手段とを備えることを特徴とする。
【０００８】
　この構成により、本発明の画像形成装置は、自装置がマスター機の予備機である場合に
、現在のマスター機がスレーブ機に対してマスター機として動作することができないとき
、自装置をマスター機にするので、グループ内における特定の設定の不整合の発生を抑え
ることができる。
　さらに、この構成により、本発明の画像形成装置は、マスター機として適切に機能する
ことができないほど処理能力が低いスレーブ機をマスター機の予備機にすることを防ぐこ
とができるので、現在のマスター機がスレーブ機に対してマスター機として動作すること
ができない場合に、マスター機の予備機をマスター機にすることによって、マスター機を
適切に機能させることができる。したがって、本発明の画像形成装置は、グループ内にお
ける特定の設定の不整合の発生を抑えることができる。
【０００９】
　本発明の画像形成装置は、自装置が前記マスター機である場合に、前記スレーブ機に対
して前記マスター機として動作することができない状態から、前記スレーブ機に対して前
記マスター機として動作することができる状態に復旧したとき、自装置を前記予備機にす
る自装置予備機化手段を備えても良い。
【００１０】
　この構成により、本発明の画像形成装置は、自装置がマスター機である場合に、スレー
ブ機に対してマスター機として動作することができない状態から、スレーブ機に対してマ
スター機として動作することができる状態に復旧したとき、自装置をマスター機の予備機
にするので、自装置がマスター機の予備機である場合に、現在のマスター機がスレーブ機
に対してマスター機として動作することができないとき、過去にマスター機として機能し
ていた実績がある自装置を再びマスター機にすることによって、マスター機として適切に
機能することができる。したがって、本発明の画像形成装置は、グループ内における特定
の設定の不整合の発生を抑えることができる。
【００１１】
　本発明の同期プログラムは、マスター機と、特定の設定が前記マスター機のものと一致
させられる１以上のスレーブ機とを備えるグループに所属するための画像形成装置を、自
装置が前記マスター機である場合に、前記グループ内の前記１以上のスレーブ機から処理
能力情報を取得し、前記処理能力情報が最も高いスレーブ機を前記マスター機の予備機に
する他装置予備機化手段、および、自装置が前記予備機である場合に、現在の前記マスタ
ー機が前記スレーブ機に対して前記マスター機として動作することができないとき、自装
置を前記マスター機にする自装置マスター機化手段として機能させることを特徴とする。
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【００１２】
　この構成により、本発明の同期プログラムを実行する画像形成装置は、自装置がマスタ
ー機の予備機である場合に、現在のマスター機がスレーブ機に対してマスター機として動
作することができないとき、自装置をマスター機にするので、グループ内における特定の
設定の不整合の発生を抑えることができる。
　さらに、この構成により、本発明の画像形成装置は、マスター機として適切に機能する
ことができないほど処理能力が低いスレーブ機をマスター機の予備機にすることを防ぐこ
とができるので、現在のマスター機がスレーブ機に対してマスター機として動作すること
ができない場合に、マスター機の予備機をマスター機にすることによって、マスター機を
適切に機能させることができる。したがって、本発明の画像形成装置は、グループ内にお
ける特定の設定の不整合の発生を抑えることができる。
【発明の効果】
【００１３】
　本発明の画像形成装置および同期プログラムは、グループ内における特定の設定の不整
合の発生を抑えることができる。
【図面の簡単な説明】
【００１４】
【図１】本発明の実施の形態に係る画像形成システムのブロック図である。
【図２】所属するＭＦＰの役割を示す図１に示す画像形成システムのブロック図の一例で
ある。
【図３】図１に示すＭＦＰのブロック図である。
【図４】スレーブ機の特定の設定を自装置のものと一致させる場合の図２に示すマスター
（プライマリー）機の動作のフローチャートである。
【図５】自装置の特定の設定をマスター（プライマリー）機のものと一致させる場合の図
２に示すスレーブ機の動作のフローチャートである。
【図６】マスター（セカンダリー）機を指定する場合の図２に示すマスター（プライマリ
ー）機の動作のフローチャートである。
【図７】マスター（セカンダリー）機が存在しない場合の図２に示す画像形成システムの
ブロック図の一例である。
【図８】マスター（セカンダリー）機が稼働中ではない場合の図２に示す画像形成システ
ムのブロック図の一例である。
【図９】新たなマスター（セカンダリー）機が指定される場合の図２に示す画像形成シス
テムのブロック図の一例である。
【図１０】マスター（プライマリー）機によってマスター（セカンダリー）機になること
が指示された場合の図２に示すスレーブ機の動作のフローチャートである。
【図１１】マスター（プライマリー）機になる場合の図２に示すマスター（セカンダリー
）機の動作のフローチャートである。
【図１２】マスター（プライマリー）機が稼働中ではない場合の図２に示す画像形成シス
テムのブロック図の一例である。
【図１３】図１２に示すマスター（セカンダリー）機がマスター（プライマリー）機にな
った場合の画像形成システムのブロック図の一例である。
【図１４】稼働中ではない状態から稼働中の状態に復旧した場合の図２に示すマスター（
プライマリー）機の動作のフローチャートである。
【図１５】図１３において稼働中ではないマスター（プライマリー）機がマスター（セカ
ンダリー）機になった場合の画像形成システムのブロック図の一例である。
【図１６】マスター（セカンダリー）機の変更がマスター（セカンダリー）機から通知さ
れた場合の図２に示すマスター（プライマリー）機の動作のフローチャートである。
【図１７】マスター（セカンダリー）機フラグを倒す場合の図２に示すマスター（セカン
ダリー）機の動作のフローチャートである。
【発明を実施するための形態】
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【００１５】
　以下、本発明の実施の形態について、図面を用いて説明する。
【００１６】
　まず、本実施の形態に係る画像形成システムの構成について説明する。
【００１７】
　図１は、本実施の形態に係る画像形成システム１０のブロック図である。
【００１８】
　図１に示すように、画像形成システム１０は、画像形成装置としてのＭＦＰ（Ｍｕｌｔ
ｉｆｕｎｃｔｉｏｎ　Ｐｅｒｉｐｈｅｒａｌ）２０と、ＭＦＰ２０と同様の構成を有して
いる複数のＭＦＰとを備えている。すなわち、画像形成システム１０は、ＭＦＰ２０を含
む複数のＭＦＰが所属しているグループである。画像形成システム１０に含まれる全ての
ＭＦＰは、ＬＡＮ（Ｌｏｃａｌ　Ａｒｅａ　Ｎｅｔｗｏｒｋ）、インターネットなどのネ
ットワーク１１を介して互いに通信可能に接続されている。
【００１９】
　図２は、所属するＭＦＰの役割を示す画像形成システム１０のブロック図の一例である
。
【００２０】
　図２に示す例は、画像形成システム１０にＭＦＰ２０～９０の８台のＭＦＰが所属する
例である。図２に示す例では、ＭＦＰ２０は、画像形成システム１０におけるマスター機
としてのマスター（プライマリー）機である。また、ＭＦＰ３０～９０は、特定の設定が
マスター（プライマリー）機のものと一致させられるスレーブ機である。特に、ＭＦＰ３
０は、画像形成システム１０におけるマスター（プライマリー）機の予備機としてのマス
ター（セカンダリー）機でもある。
【００２１】
　図３は、ＭＦＰ２０のブロック図である。
【００２２】
　図３に示すように、ＭＦＰ２０は、種々の操作が入力されるボタンなどの入力デバイス
である操作部２１と、種々の情報を表示するＬＣＤ（Ｌｉｑｕｉｄ　Ｃｒｙｓｔａｌ　Ｄ
ｉｓｐｌａｙ）などの表示デバイスである表示部２２と、原稿から画像データを読み取る
読取デバイスであるスキャナー２３と、用紙などの記録媒体に印刷を実行する印刷デバイ
スであるプリンター２４と、図示していない外部のファクシミリ装置と公衆電話回線など
の通信回線経由でファックス通信を行うファックスデバイスであるファックス通信部２５
と、ネットワーク１１（図１参照。）経由でコンピューターやＭＦＰなど、外部の装置と
通信を行う通信デバイスである通信部２６と、各種のデータを記憶している半導体メモリ
ー、ＨＤＤ（Ｈａｒｄ　Ｄｉｓｋ　Ｄｒｉｖｅ）などの記憶デバイスである記憶部２７と
、ＭＦＰ２０全体を制御する制御部２８とを備えている。
【００２３】
　記憶部２７は、複数のＭＦＰの間で同期される特定の設定２７ａを記憶可能である。例
えば、ＭＦＰ２０は、マスター（プライマリー）機である場合、画像形成システム１０の
全てのスレーブ機の特定の設定を設定２７ａに一致させる。
【００２４】
　記憶部２７は、複数のＭＦＰの間で特定の設定を同期するための同期プログラム２７ｂ
を記憶している。同期プログラム２７ｂは、ＭＦＰ２０の製造段階でＭＦＰ２０にインス
トールされていても良いし、ＳＤカード、ＵＳＢ（Ｕｎｉｖｅｒｓａｌ　Ｓｅｒｉａｌ　
Ｂｕｓ）メモリーなどの記憶媒体からＭＦＰ２０に追加でインストールされても良いし、
ネットワーク１１上からＭＦＰ２０に追加でインストールされても良い。
【００２５】
　記憶部２７は、自装置がマスター（プライマリー）機であるか否かを示すマスター（プ
ライマリー）機フラグ２７ｃと、自装置がマスター（セカンダリー）機であるか否かを示
すマスター（セカンダリー）機フラグ２７ｄと、現在のマスター（セカンダリー）機を示
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すマスター（セカンダリー）機情報２７ｅと、スペックタイプ情報２７ｆとを記憶してい
る。
【００２６】
　スペックタイプ情報２７ｆは、ＭＦＰ２０の処理能力を表す情報である。スペックタイ
プ情報２７ｆは、例えば、最高レベルから最低レベルまで、複数段階で示されるスペック
タイプを示す情報である。スペックタイプは、例えば、最大用紙サイズ情報（Ａ３、Ａ４
）、画像形成可能な色情報（フルカラー、白黒）、全般的な処理能力（ハイエンド、ミッ
ドレンジ、ローエンド）等の具体的なスペック情報に基づき設定される。
【００２７】
　制御部２８は、例えば、ＣＰＵ（Ｃｅｎｔｒａｌ　Ｐｒｏｃｅｓｓｉｎｇ　Ｕｎｉｔ）
と、プログラムおよび各種のデータを予め記憶しているＲＯＭ（Ｒｅａｄ　Ｏｎｌｙ　Ｍ
ｅｍｏｒｙ）と、ＣＰＵの作業領域として用いられるＲＡＭ（Ｒａｎｄｏｍ　Ａｃｃｅｓ
ｓ　Ｍｅｍｏｒｙ）とを備えている。ＣＰＵは、ＲＯＭまたは記憶部２７に記憶されてい
るプログラムを実行するようになっている。
【００２８】
　制御部２８は、記憶部２７に記憶されている同期プログラム２７ｂを実行することによ
って、画像形成システム１０内の特定のスレーブ機をマスター（セカンダリー）機にする
他装置予備機化手段２８ａ、自装置をマスター（セカンダリー）機にする自装置予備機化
手段２８ｂ、および、自装置をマスター（プライマリー）機にする自装置マスター機化手
段２８ｃとして機能する。
【００２９】
　次に、画像形成システム１０の動作について説明する。
【００３０】
　まず、スレーブ機の特定の設定を自装置のものと一致させる場合のマスター（プライマ
リー）機の動作について説明する。
【００３１】
　図４は、スレーブ機の特定の設定を自装置のものと一致させる場合のマスター（プライ
マリー）機の動作のフローチャートである。
【００３２】
　マスター（プライマリー）機の制御部は、自装置の特定の設定が変更されたタイミング
で図４に示す動作を実行する。なお、マスター（プライマリー）機の制御部は、自装置の
記憶部上のマスター（プライマリー）機フラグが立っていることによって、自装置がマス
ター（プライマリー）機であることを認識する。
【００３３】
　図４に示すように、マスター（プライマリー）機の制御部は、スレーブ機における特定
の設定を自装置のものと一致させる設定一致化指示を画像形成システム１０内のスレーブ
機に送信して（Ｓ１０１）、図４に示す動作を終了する。
【００３４】
　なお、マスター（プライマリー）機の制御部は、自装置の特定の設定が変更されたタイ
ミング以外にも、定期的なタイミングなど、特定のタイミングで設定一致化指示を画像形
成システム１０内のスレーブ機に送信しても良い。
【００３５】
　次に、自装置の特定の設定をマスター（プライマリー）機のものと一致させる場合のス
レーブ機の動作について説明する。
【００３６】
　図５は、自装置の特定の設定をマスター（プライマリー）機のものと一致させる場合の
スレーブ機の動作のフローチャートである。
【００３７】
　スレーブ機の制御部は、設定一致化指示をマスター（プライマリー）機から受信すると
、図５に示す動作を実行する。なお、スレーブ機の制御部は、自装置の記憶部上のマスタ



(7) JP 6436066 B2 2018.12.12

10

20

30

40

50

ー（プライマリー）機フラグが倒れていることによって、自装置がスレーブ機であること
を認識する。
【００３８】
　図５に示すように、スレーブ機の制御部は、受信した設定一致化指示に応じて自装置の
特定の設定をマスター（プライマリー）機のものと一致させて（Ｓ１２１）、図５に示す
動作を終了する。
【００３９】
　次に、マスター（セカンダリー）機を指定する場合のマスター（プライマリー）機の動
作について説明する。
【００４０】
　図６は、マスター（セカンダリー）機を指定する場合のマスター（プライマリー）機の
動作のフローチャートである。
【００４１】
　マスター（プライマリー）機の制御部は、定期的なタイミングなど、特定のタイミング
で図６に示す動作を実行する。なお、マスター（プライマリー）機の制御部は、自装置の
記憶部上のマスター（プライマリー）機フラグが立っていることによって、自装置がマス
ター（プライマリー）機であることを認識する。
【００４２】
　図６に示すように、マスター（プライマリー）機の他装置予備機化手段は、自装置の記
憶部上のマスター（セカンダリー）機情報に基づいてマスター（セカンダリー）機が存在
するか否かを判断する（Ｓ１４１）。
【００４３】
　図７は、マスター（セカンダリー）機が存在しない場合の画像形成システム１０のブロ
ック図の一例である。
【００４４】
　図７に示す例では、ＭＦＰ２０は、マスター（プライマリー）機である。また、ＭＦＰ
３０～９０は、スレーブ機である。なお、図７に示す例では、画像形成システム１０にマ
スター（セカンダリー）機は存在しない。
【００４５】
　図６に示すように、マスター（プライマリー）機の他装置予備機化手段は、マスター（
セカンダリー）機が存在するとＳ１４１において判断すると、自装置の記憶部上のマスタ
ー（セカンダリー）機情報に示されているマスター（セカンダリー）機が稼働中であるか
否かを判断する（Ｓ１４２）。ここで、マスター（プライマリー）機の他装置予備機化手
段は、自装置がマスター（プライマリー）機として動作することができなくなったと仮定
した場合にマスター（セカンダリー）機が他のスレーブ機に対してマスター（プライマリ
ー）機として動作することができるようになる状態であるとき、マスター（セカンダリー
）機が稼働中であると判断する。一方、マスター（プライマリー）機の他装置予備機化手
段は、自装置がマスター（プライマリー）機として動作することができなくなったと仮定
した場合にマスター（セカンダリー）機が他のスレーブ機に対してマスター（プライマリ
ー）機として動作することができるようになる状態ではないとき、マスター（セカンダリ
ー）機が稼働中ではないと判断する。例えば、マスター（セカンダリー）機は、電源がＯ
ＦＦになっている場合や、ネットワーク１１に接続できていない場合などに、現在のマス
ター（プライマリー）機がマスター（プライマリー）機として動作することができなくな
ったとしても、他のスレーブ機に対してマスター（プライマリー）機として動作すること
ができるようにはならない。
【００４６】
　図８は、マスター（セカンダリー）機が稼働中ではない場合の画像形成システム１０の
ブロック図の一例である。
【００４７】
　図８に示す例では、ＭＦＰ２０は、マスター（プライマリー）機である。また、ＭＦＰ
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３０～９０は、スレーブ機である。特に、ＭＦＰ４０は、マスター（セカンダリー）機で
もある。なお、図８に示す例では、マスター（セカンダリー）機は稼働中ではない。
【００４８】
　図６に示すように、マスター（プライマリー）機の他装置予備機化手段は、マスター（
セカンダリー）機が稼働中であるとＳ１４２において判断すると、図６に示す動作を終了
する。
【００４９】
　図６に示すように、マスター（プライマリー）機の他装置予備機化手段は、マスター（
セカンダリー）機が稼働中ではないとＳ１４２において判断すると、自装置の記憶部上の
マスター（セカンダリー）機情報に示されているマスター（セカンダリー）機の情報を自
装置の記憶部上のマスター（セカンダリー）機情報から削除した（Ｓ１４３）後、マスタ
ー（プライマリー）機の他装置予備機化手段は、マスター（セカンダリー）機になるスレ
ーブ機を選択する。具体的には、マスター（プライマリー）機の他装置予備機化手段は、
グループ内の各スレーブ機からスペックタイプ情報２７ｆを取得し、スペックタイプ情報
２７ｆが最も高いスレーブ機を、新たにマスター（セカンダリー）機になるものと選択す
る。マスター（プライマリー）機の他装置予備機化手段は、選択したスレーブ機にマスタ
ー（セカンダリー）機になることを指示して（Ｓ１４４）、Ｓ１４４においてマスター（
セカンダリー）機になることを指示したスレーブ機の情報を自装置の記憶部上のマスター
（セカンダリー）機情報に記憶する（Ｓ１４５）。
【００５０】
　例えば、画像形成システム１０は、図８に示すようにマスター（セカンダリー）機が稼
働中ではない場合、マスター（プライマリー）機の他装置予備機化手段によって図９に示
すように新たなマスター（セカンダリー）機が指定される。図９に示す例では、ＭＦＰ３
０が新たなマスター（セカンダリー）機として指定されたスレーブ機である。
【００５１】
　マスター（プライマリー）機の他装置予備機化手段は、マスター（セカンダリー）機が
存在しないとＳ１４１において判断すると、マスター（セカンダリー）機になるスレーブ
機を選択する。具体的には、マスター（プライマリー）機の他装置予備機化手段は、グル
ープ内の各スレーブ機からスペックタイプ情報２７ｆを取得し、スペックタイプ情報２７
ｆが最も高いスレーブ機を、新たにマスター（セカンダリー）機になるものと選択する。
マスター（プライマリー）機の他装置予備機化手段は、選択したスレーブ機にマスター（
セカンダリー）機になることを指示して（Ｓ１４４）、Ｓ１４４においてマスター（セカ
ンダリー）機になることを指示したスレーブ機の情報を自装置の記憶部上のマスター（セ
カンダリー）機情報に記憶する（Ｓ１４５）。
【００５２】
　例えば、画像形成システム１０は、図７に示すようにマスター（セカンダリー）機が存
在しない場合、マスター（プライマリー）機の他装置予備機化手段によって図２に示すよ
うにマスター（セカンダリー）機が指定される。図２に示す例では、ＭＦＰ３０が新たな
マスター（セカンダリー）機として指定されたスレーブ機である。
【００５３】
　また、マスター（プライマリー）機の他装置予備機化手段は、Ｓ１４４において、自装
置がマスター（プライマリー）機として動作することができなくなったと仮定した場合に
スレーブ機が他のスレーブ機に対してマスター（プライマリー）機として動作することが
できるようになる状態であるとき、スレーブ機が稼働中であると判断する。一方、マスタ
ー（プライマリー）機の他装置予備機化手段は、自装置がマスター（プライマリー）機と
して動作することができなくなったと仮定した場合にスレーブ機が他のスレーブ機に対し
てマスター（プライマリー）機として動作することができるようになる状態ではないとき
、スレーブ機が稼働中ではないと判断する。例えば、スレーブ機は、電源がＯＦＦになっ
ている場合や、ネットワーク１１に接続できていない場合などに、現在のマスター（プラ
イマリー）機がマスター（プライマリー）機として動作することができなくなったとして
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も、他のスレーブ機に対してマスター（プライマリー）機として動作することができるよ
うにはならない。
【００５４】
　図６に示すように、マスター（プライマリー）機の他装置予備機化手段は、Ｓ１４５の
処理の後、図６に示す動作を終了する。
【００５５】
　次に、マスター（プライマリー）機によってマスター（セカンダリー）機になることが
指示された場合のスレーブ機の動作について説明する。
【００５６】
　図１０は、マスター（プライマリー）機によってマスター（セカンダリー）機になるこ
とが指示された場合のスレーブ機の動作のフローチャートである。
【００５７】
　スレーブ機の制御部は、マスター（プライマリー）機によってマスター（セカンダリー
）機になることが指示された場合、図１０に示す動作を実行する。
【００５８】
　図１０に示すように、スレーブ機の制御部は、自装置の記憶部上のマスター（セカンダ
リー）機フラグを立てて（Ｓ１６１）、図１０に示す動作を終了する。
【００５９】
　次に、マスター（プライマリー）機が稼働中ではない場合のマスター（セカンダリー）
機の動作について説明する。
【００６０】
　図１１は、マスター（プライマリー）機になる場合のマスター（セカンダリー）機の動
作のフローチャートである。
【００６１】
　マスター（セカンダリー）機の制御部は、定期的なタイミングなど、特定のタイミング
で図１１に示す動作を実行する。なお、マスター（セカンダリー）機の制御部は、自装置
の記憶部上のマスター（プライマリー）機フラグが倒れているとともに、自装置の記憶部
上のマスター（セカンダリー）機フラグが立っていることによって、自装置がマスター（
セカンダリー）機であることを認識する。
【００６２】
　図１１に示すように、マスター（セカンダリー）機の自装置マスター機化手段は、現在
のマスター（プライマリー）機が稼働中であるか否かを判断する（Ｓ１８１）。ここで、
マスター（セカンダリー）機の自装置マスター機化手段は、現在のマスター（プライマリ
ー）機がスレーブ機に対してマスター（プライマリー）機として動作することができる場
合に、現在のマスター（プライマリー）機が稼働中であると判断する。一方、マスター（
セカンダリー）機の自装置マスター機化手段は、現在のマスター（プライマリー）機がス
レーブ機に対してマスター（プライマリー）機として動作することができない場合に、現
在のマスター（プライマリー）機が稼働中ではないと判断する。例えば、マスター（プラ
イマリー）機は、電源がＯＦＦになっている場合や、ネットワーク１１に接続できていな
い場合などに、スレーブ機に対してマスター（プライマリー）機として動作することがで
きない。
【００６３】
　図１２は、マスター（プライマリー）機が稼働中ではない場合の画像形成システム１０
のブロック図の一例である。
【００６４】
　図１２に示す例では、ＭＦＰ２０は、マスター（プライマリー）機である。また、ＭＦ
Ｐ３０～９０は、スレーブ機である。特に、ＭＦＰ３０は、マスター（セカンダリー）機
でもある。なお、図１２に示す例では、マスター（プライマリー）機は稼働中ではない。
【００６５】
　図１１に示すように、マスター（セカンダリー）機の自装置マスター機化手段は、現在
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のマスター（プライマリー）機が稼働中であるとＳ１８１において判断すると、図１１に
示す動作を終了する。
【００６６】
　マスター（セカンダリー）機の自装置マスター機化手段は、現在のマスター（プライマ
リー）機が稼働中ではないとＳ１８１において判断すると、自装置の記憶部上のマスター
（セカンダリー）機フラグを倒した（Ｓ１８２）後、自装置の記憶部上のマスター（プラ
イマリー）機フラグを立てて（Ｓ１８３）、図１１に示す動作を終了する。
【００６７】
　図１３は、図１２に示すマスター（セカンダリー）機がマスター（プライマリー）機に
なった場合の画像形成システム１０のブロック図の一例である。
【００６８】
　図１３に示す例では、ＭＦＰ２０およびＭＦＰ３０は、マスター（プライマリー）機で
ある。また、ＭＦＰ４０～９０は、スレーブ機である。なお、図１３に示す例では、ＭＦ
Ｐ２０は稼働中ではない。
【００６９】
　次に、稼働中ではない状態から稼働中の状態に復旧した場合のマスター（プライマリー
）機の動作について説明する。
【００７０】
　図１４は、稼働中ではない状態から稼働中の状態に復旧した場合のマスター（プライマ
リー）機の動作のフローチャートである。
【００７１】
　マスター（プライマリー）機の制御部は、稼働中ではない状態から稼働中の状態に復旧
した場合、最初に図１４に示す動作を実行する。なお、マスター（プライマリー）機の制
御部は、自装置の記憶部上のマスター（プライマリー）機フラグが立っていることによっ
て、自装置がマスター（プライマリー）機であることを認識する。
【００７２】
　図１４に示すように、マスター（プライマリー）機の自装置予備機化手段は、自装置の
記憶部上のマスター（プライマリー）機フラグを倒した（Ｓ２０１）後、自装置の記憶部
上のマスター（セカンダリー）機フラグを立てる（Ｓ２０２）。したがって、マスター（
プライマリー）機であったＭＦＰは、マスター（セカンダリー）機になる。
【００７３】
　図１５は、図１３において稼働中ではないマスター（プライマリー）機がマスター（セ
カンダリー）機になった場合の画像形成システム１０のブロック図の一例である。
【００７４】
　図１５に示す例では、ＭＦＰ３０は、マスター（プライマリー）機である。また、ＭＦ
Ｐ２０、４０～９０は、スレーブ機である。特に、ＭＦＰ２０はマスター（セカンダリー
）機でもある。
【００７５】
　図１４に示すように、Ｓ２０１およびＳ２０２の処理によってマスター（セカンダリー
）機になったＭＦＰの自装置予備機化手段は、マスター（セカンダリー）機の変更をマス
ター（プライマリー）機に通知して（Ｓ２０３）、図１４に示す動作を終了する。
【００７６】
　次に、マスター（セカンダリー）機の変更がマスター（セカンダリー）機から通知され
た場合のマスター（プライマリー）機の動作について説明する。
【００７７】
　図１６は、マスター（セカンダリー）機の変更がマスター（セカンダリー）機から通知
された場合のマスター（プライマリー）機の動作のフローチャートである。
【００７８】
　マスター（プライマリー）機の制御部は、マスター（セカンダリー）機の変更がマスタ
ー（セカンダリー）機から通知された場合、図１６に示す動作を実行する。なお、マスタ
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ー（プライマリー）機の制御部は、自装置の記憶部上のマスター（プライマリー）機フラ
グが立っていることによって、自装置がマスター（プライマリー）機であることを認識す
る。
【００７９】
　図１６に示すように、マスター（プライマリー）機の制御部は、自装置の記憶部上のマ
スター（セカンダリー）機情報に示されているマスター（セカンダリー）機に、マスター
（セカンダリー）機の解除を指示する（Ｓ２２１）。
【００８０】
　次いで、マスター（プライマリー）機の制御部は、自装置の記憶部上のマスター（セカ
ンダリー）機情報からマスター（セカンダリー）機の情報を削除した（Ｓ２２２）後、マ
スター（セカンダリー）機の変更を通知してきたマスター（セカンダリー）機の情報を自
装置の記憶部上のマスター（セカンダリー）機情報に記憶して（Ｓ２２３）、図１６で示
す動作を終了する。
【００８１】
　次に、マスター（セカンダリー）機の解除がマスター（プライマリー）機から指示され
た場合のマスター（セカンダリー）機の動作について説明する。
【００８２】
　図１７は、マスター（セカンダリー）機フラグを倒す場合のマスター（セカンダリー）
機の動作のフローチャートである。
【００８３】
　マスター（セカンダリー）機の制御部は、マスター（セカンダリー）機の解除がマスタ
ー（プライマリー）機から指示された場合、図１７に示す動作を実行する。なお、マスタ
ー（セカンダリー）機の制御部は、自装置の記憶部上のマスター（セカンダリー）機フラ
グが立っていることによって、自装置がマスター（セカンダリー）機であることを認識す
る。
【００８４】
　図１７に示すように、マスター（セカンダリー）機の制御部は、自装置の記憶部上のマ
スター（セカンダリー）機フラグを倒して（Ｓ２４１）、図１７に示す動作を終了する。
【００８５】
　次に、稼働中ではない状態から稼働中の状態に復旧した場合のマスター（セカンダリー
）機の動作について説明する。
【００８６】
　マスター（セカンダリー）機の制御部は、稼働中ではない状態から稼働中の状態に復旧
した場合、最初に図１７に示す動作を実行する。なお、マスター（セカンダリー）機の制
御部は、自装置の記憶部上のマスター（セカンダリー）機フラグが立っていることによっ
て、自装置がマスター（セカンダリー）機であることを認識する。
【００８７】
　図１７に示すように、マスター（セカンダリー）機の制御部は、自装置の記憶部上のマ
スター（セカンダリー）機フラグを倒して（Ｓ２４１）、図１７に示す動作を終了する。
【００８８】
　以上に説明したように、ＭＦＰは、自装置がマスター（プライマリー）機の予備機、す
なわち、マスター（セカンダリー）機である場合に、現在のマスター（プライマリー）機
がスレーブ機に対してマスター（プライマリー）機として動作することができないとき（
Ｓ１８１でＮＯ）、自装置をマスター（プライマリー）機にする（Ｓ１８３）ので、画像
形成システム１０内における特定の設定の不整合の発生を抑えることができる。
【００８９】
　ＭＦＰは、自装置がマスター（プライマリー）機である場合に、スレーブ機に対してマ
スター（プライマリー）機として動作することができない状態から、スレーブ機に対して
マスター（プライマリー）機として動作することができる状態に復旧したとき、自装置を
マスター（プライマリー）機の予備機、すなわち、マスター（セカンダリー）機にする（
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Ｓ２０２）ので、自装置がマスター（セカンダリー）機である場合に、現在のマスター（
プライマリー）機がスレーブ機に対してマスター（プライマリー）機として動作すること
ができないとき、過去にマスター（プライマリー）機として機能していた実績がある自装
置を再びマスター（プライマリー）機にすることによって、マスター（プライマリー）機
として適切に機能することができる。したがって、ＭＦＰは、画像形成システム１０内に
おける特定の設定の不整合の発生を抑えることができる。
【００９０】
　ＭＦＰは、スペックタイプ情報２７ｆが最も高いスレーブ機をマスター（セカンダリー
）機として選択する（Ｓ１４４）。この構成により、ＭＦＰは、マスター（プライマリー
）機として適切に機能することができないほど処理能力が低いスレーブ機をマスター（プ
ライマリー）機の予備機、すなわち、マスター（セカンダリー）機にすることを防ぐこと
ができるので、現在のマスター（プライマリー）機がスレーブ機に対してマスター（プラ
イマリー）機として動作することができない場合に、マスター（プライマリー）機の予備
機、すなわち、マスター（セカンダリー）機をマスター（プライマリー）機にすることに
よって、マスター（プライマリー）機を適切に機能させることができる。したがって、Ｍ
ＦＰは、画像形成システム１０内における特定の設定の不整合の発生を抑えることができ
る。これにより、ユーザーは機器ごとにスペック仕様が異なることを意識せず、また、そ
れに伴う煩わしい機器間設定操作など必要とせずに、データ共有のシステムを利用できる
ようになる。
【００９１】
　本発明の画像形成装置は、本実施の形態においてＭＦＰであるが、プリンター専用機、
スキャナー専用機、コピー専用機、ファックス専用機など、ＭＦＰ以外の画像形成装置で
あっても良い。
【符号の説明】
【００９２】
　１０　画像形成システム（グループ）
　２０～９０　ＭＦＰ（画像形成装置）
　２７ｂ　同期プログラム
　２８ａ　他装置予備機化手段
　２８ｂ　自装置予備機化手段
　２８ｃ　自装置マスター機化手段
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